
「資源循環・エネルギーミニマム型
システム技術」

研究統括：平田 賢
（芝浦工業大学 教授）

　この研究領域は、大量資源消費型文明社会を是正し、持続的発展を可能とする社会を構
築するため、地球温暖化等の環境問題を克服し、資源循環・エネルギーミニマム型システ
ムの構築を目指す研究を対象とするものです。
　具体的には、長期的な観点から、産業から民生に至る地球温暖化ガス放出を抑制する新
たな技術の探索、生物機能を利用した水素等エネルギー源創生、温暖化ガスの固定・分解
等に関する研究、また、資源循環・エネルギーミニマム型システム構築のために必要とな
る製品設計技術や製造技術等に関する革新的な研究等が含まれます。また、環境問題は社
会システムとも密接な関係があるため、総合システム技術に関する研究も含まれます。
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